
平成１９年３月２０日

平成１８年度特別交付税について

１ 全国の状況

平成１８年度の特別交付税の全国総額は、９，５４５億３９百万円で、

前年度に比べ、５９５億９百万円（５．９％）の減少となっている。

本年度交付額のうち、道府県分は１，２４９億３７百万円（対前年度比

． ）、 ， （ ． ）１２ ３％減 市町村分は８ ２９６億２百万円 対前年度比４ ８％減

となっており、市町村分のうち、市分は６，１０１億８５百万円（対前年

度比５．３％減 、町村分は２，１９４億１８百万円（対前年度比３．５％）

減）となっている。

２ 本県の状況

県分及び市町村分を合わせた本県総額は、２４２億９４百万円で、前年

度に比べ、１，８５６百万円（７．１％）の減少となっている。

なお、本年度の配分額は、前年度に引き続き、東北６県では最高額とな

っている。

（１）県 分

、 、 （ ．本県に対する配分額は ３３億１５百万円で ８億４２百万円 ２０

３％）の減少となっている。これは、少雪による除排雪経費の減の影響

等が考えられる。

（２）市町村分

、 、 、本県市町村に対する配分額は ２０９億７９百万円で 前年度に比べ

（ ． ） 。 、 、１０億１３百万円 ４ ６％ の減少となっている このうち 市分は

１２７億７２百万円で、前年度に比べ、４５８百万円（３．５％）の減

少、町村分は、８２億７百万円で、前年度に比べ、５５５百万円（６．

３％）の減少となっている。これは、少雪による除排雪経費の減や市町

村合併に関する経費の減の影響等が考えられる。


